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質問： これからの市政において、特に力を入れてほし
いものは何ですか。（複数回答）

結果： 行政が特に力を入れてほしい施策は、「保健や
医療の充実」（28.8％）が第1位に挙げられ、次
いで「ごみ処理やリサイクル」（27.4％）、「公
共交通の整備」（25.4％）、「社会福祉の充実」
（22.7％）、「商業の活性化」（21.9％）などの順
になっています。
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道路や橋の整備
公共交通の整備

市街地や住宅の整備
公園・街路樹整備

水や緑など自然環境の保全
歴史・文化遺産の保全
ごみ処理やリサイクル

消防や防災・防犯
保健や医療の充実
社会福祉の充実

男女共同参画社会の推進
国際交流の推進
情報公開の推進
広域行政の推進

公共施設の市町村間の相互利用
農業の活性化
工業の活性化
商業の活性化

観光・レクリエーションの充実
学校教育の充実

社会教育・生涯学習の充実
文化・スポーツの振興

市財政の健全化、行政の合理化
市政への住民参加

児童・生徒の保護対策
その他
無回答
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　市では、令和元年7月に市民意識調査を実施しました。この調査は、市民の皆さんが行田市に対して
普段どのように考えているかを把握し、第6次行田市総合振興計画をはじめ、各種行政施策の基礎資
料とすることを目的として行ったものです。
　ここでは、市民意識調査の結果の主なものについて紹介します。
（比率は全て百分率(パーセント)で表し、小数点以下2位を四捨五入して算出しているため、合計が100%を上下する場合があります）

●調査対象 市内在住の満18歳以上の方
●調査人数 3,000人（無作為抽出）
●有効回収数 1,560票
●調査方法 調査票を郵送の上、記入後に返送
●調査時期 令和元年7月～8月

調査の概要

行田市民意識調査報告書
概要版を差し上げます

質問：行田市の住み心地はいかがですか。
結果： まちの住み心地は、「住みよい」「どちらかといえ

ば住みよい」と回答した“住みよい”が47.1％
で“住みにくい”（「住みにくい」「どちらかといえ
ば住みにくい」と回答した人）の15.1％と約3.1
倍となっています。

質問：市政への参加についてどのようにお考えですか。
結果： 市政への参加については、「自治会などを活用

して意見を述べたい」や「手紙や電子メールで
意見を述べたい」など、何らかの形で参加や意
見を述べたいと考える人が42.8％となってい
ます。一方、「市役所、議会や専門家に一任し
たい」や「関心がない」とする人は46.1％となっ
ています。

質問： 今後の少子化社会に対応するためにはどのよう
な施策が重要だとお考えですか。（複数回答）

結果： 少子化社会に対応するために重要なことは、
「多様な保育ニーズへの対応」（38.1％）が第
1位に挙げられ、次いで「保育・医療の充実」
（37.1％）、「各種助成制度の充実などの経済
的支援」（32.3％）、「子育てしやすい住環境の整
備」（28.7％）などの順となっています。

質問： 今後の行政運営について、どのような方向が望
ましいと思いますか。

結果： 今後の行政運営については、「費用はできるだ
け掛けずに行政の責任で進める」と「費用は掛
かっても行政の責任で進める」を合わせた“行
政の責任”が50.2％となっています。一方、「市
民や民間と協働で事業を進める」と「市民や民間
でできる事業は任せて進める」を合わせた“市
民や民間と協働”は42.5％となっています。

質問： 行田市が、将来どんなまちになったらよいとお
考えですか。（複数回答）

結果： 行田市の将来像は、「生活環境の整ったまち」
（47.6％）が最も多く、次いで「商業や産業が発
展し、経済活動が盛んなまち」（37.0％）、「社会
福祉の充実したまち」（35.1％）、「歴史・文化や
自然を生かしたまち」（29.7％）となっています。

質問：今後も行田市に住み続けたいとお考えですか。
結果： 今後の居住意向は、「一生住み続けたい」が

48.0％と最も多く、「ある程度住み続けたい」
29.4％、「どちらともいえない」は15.2％、「転
出したい」5.4％となっています。「一生住み続
けたい」と「ある程度住み続けたい」を合わせた
“住み続けたい”は77.4％となっています。
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　行田市民意識調査の報告書がまとまりましたので、概要版
を2月3日㈪から無料で配布します。ご希望の方は、広報広
聴課または市政情報コーナーまでお越しください（無くなり次
第終了）。
　なお、内容は市ホームページでもご覧いただけます。
▶問い合わせ　同課広報広聴担当（内線318）



行田の足袋 ～まちの近代化を支えた産業の歴史～
 シンポジウムを開催します

　郷土博物館が所蔵する「行田の足袋製造用具及び関係資料」を国重要有形民俗文化財に指定するよう、国の文化
審議会から文部科学大臣に答申されました。これを受けて、行田足袋の歴史や今回指定となる資料に関するシン
ポジウムを開催します。

　今後戦略的に観光まちづくりを進めていくために、本
市および行田市観光協会では、令和2年度中に新たな観
光振興組織（DMO）の設立を目指しています。本市の観
光を持続可能な産業として発展させていくためには、地
域の皆さんと協働で取り組んでいく必要があります。そ
こで、まずは本市の観光まちづくりを地域の皆さんと考
える場として、次のとおり観光シンポジウムを開催しま
す。本市の観光やまちづくりに興味のある方は、ぜひご
参加ください。
▶日時　 3月14日㈯午後1時30分～ 4時30分（午後1

時開場）
▶場所　商工センターホール
▶テーマ　「行田市の観光まちづくりを考える」
▶参加費　無料
▶主催　行田市、行田市観光協会
▶ 後援（予定）　国土交通省関東運輸局、埼玉県、（一社）
埼玉県物産観光協会、行田商工会議所、南河原商工会、
朝日新聞北埼玉支局、毎日新聞熊谷支局、産経新聞さ
いたま総局、時事通信社さいたま支局、テレ玉、共同
通信社さいたま支局、FM NACK5、行田ケーブルテ
レビ㈱ 他
▶問い合わせ　商工観光課観光担当（内線375）

　プレミアム付商品券の購入期限は2月28日㈮までで
す。期日を過ぎると購入できませんので、購入引換券を
お持ちで、購入を希望される方はお急ぎください。また、
商品券の利用は3月31日㈫までとなっていますのでご
注意ください。
▶販売場所および日時　
　 市内郵便局窓口(南河原簡易郵便局では販売しません)
午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日などを除く)
　※行田郵便局は午後7時まで
▶問い合わせ　商工観光課商工振興担当(内線383)

　子どもや子育てに関するさまざまな課題に対応するた
め、「子ども・子育て支援新制度」が平成27年度から始
まりました。
　市では、同制度に基づき、本市の子育て支援の方策な
どについて定め、子育て支援を計画的に実施するため「第
1期行田市子ども・子育て支援事業計画（平成27年度～
31年度）」を策定しましたが、同計画が期間の満了を迎
えるため「第2期事業計画（令和2年度～ 6年度）」の策定
を進めています。
　このたび、計画の素案がまとまりましたので、市民の
皆さんから広く意見を募集します。
▶意見募集期間　2月19日㈬まで
▶ 閲覧場所　子ども未来課、市政情報コーナー、南河原
支所（開庁時間内に限ります）※市ホームページからも
閲覧可
▶ 意見提出方法　住所、氏名、電話番号を明記の上（様
式自由）、持参、郵送、FAX、電子メールのいずれか
の方法で提出してください。
　 【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市
子ども未来課
　【FAX】556―3551
　【Eメール】kosodate-keikaku@city.gyoda.lg.jp
▶その他　
　• 提出された意見は、個人を特定できないように編集

し、概要を公表します。
　•電話や口頭での意見は受け付けません。
　•頂いた意見に対する個別の回答はできません。
▶問い合わせ　同課子ども未来担当（内線292）

観光シンポジウムを開催します

プレミアム付商品券の購入は
お早めに

第2期行田市子ども・子育て支援事業
計画（素案）に対する意見を募集します

　行田市のイメージアップや観光振興による地域活性化
を目的としたPR活動などをしていただく「行田市観光サ
ポーター」を募集します。
▶委嘱期間　委嘱の日から2年間
▶活動内容　
　① 市が提供する観光パンフレットの配布やSNSによる

情報発信など、さまざまな機会を捉えて市の魅力を
積極的にPRする

　②市が主催するイベントや祭典への協力
　③その他本市の観光振興に関することへの協力
▶ 応募資格　本市に愛着を持ち、行田の良さや情報を広
く発信していただける方
▶その他　報酬はありません。
▶ 応募方法　商工観光課で配布している応募用紙（市
ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入
の上、持参、郵送、FAX、Eメールのいずれかの方
法で同課へ提出してください。【持参・郵送】〒361
―8601 行田市本丸2―5 行田市商工観光課観光担
当【FAX】553―5063【Eメール】kanko@city.gyoda.
lg.jp※Eメールの場合、件名を「行田市観光サポーター
への応募」としてください。
▶問い合わせ　同課観光担当（内線389）

　「行田市移住・定住プロジェクト」の一環として、若者
の市内企業への就職促進と職場定着を目的とした合同企
業就職相談会を開催します。参加企業ごとに設置する
ブースで、人事担当者から仕事の内容や勤務条件などに
ついて直接話を聞くことができます。ぜひ、気軽にお立
ち寄りください。
▶日時　3月7日㈯午前10時～午後4時　
▶場所　商工センターホール　
▶参加費　無料　
▶共催　行田公共職業安定所　
▶その他　事前予約は不要。入退場自由。
▶ 問い合わせ　移住・定住相談窓口（企画政策課内・内
線312）または商工観光課商工振興担当（内線383）

　自然災害や武力攻撃などの発生時に備えて、防災行政
無線を利用した全国瞬時警報システム(Jアラート)の全
国一斉情報伝達訓練を、次のとおり実施しますのでご留
意ください。
▶試験日時　2月19日㈬午前11時ごろ
▶ 放送内容　上りチャイム音→「これはJアラートのテ
ストです(3回繰り返し)。こちらは防災行田です」→下
りチャイム音

　※ Jアラートとは、国が把握した時間的に余裕がない
緊急情報を市町村の防災行政無線などを利用して瞬
時に伝達するシステムです。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当(内線282) 

行田市観光サポーターを募集します

行田市合同企業就職相談会を
開催します

防災行政無線の情報伝達訓練を
実施します

▶日時　3月14日㈯午後1時30分～ 4時15分
▶場所　郷土博物館講座室
▶内容　
　【基調報告】
　• 田村均さん(埼玉大学教育学部教授)による報告「行

田足袋の歴史―足袋がまちをつくった」
　• 板垣時夫さん(行田市文化財保護審議会委員)によ

る報告「足袋をとりまく職人について」
　• 外立ますみさん(トーリ工房代表)による報告「足袋

製造用具の資料整備とその内容」
　【パネルディスカッション】
　パネリスト： 田村均さん、外立ますみさん、板垣時

夫さん
　 司　　　会：小島孝夫さん(成城大学文芸学部教授)
▶定員　80人(先着順)
▶参加費　無料 ▶ 申し込み・問い合わせ　電話で同館☎554―5911
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令和元年（平成31年）身近な犯罪の発生状況をお知らせします
　市内の身近な犯罪は、振り込め詐欺被害発生状況が令和元年11月末時点で19件666万円と、
依然として多く発生しています。市役所職員や警察官をかたり、現金やキャッシュカードを奪おう
とします。留守番電話機能を活用する、電話機を録音装置付きにするなど対策をしましょう。また、
共用の駐輪場から自転車が持ち去られる事案が多く発生しています。短時間でも鍵をかけることを
心掛けましょう。夜間、路上での声かけ事案も起きています。外出する場合は、反射材を身に付け、
防犯ブザーを携帯し、併せて不審者の接近に気が付きやすいように、液晶画面を見ながらまたは音
楽を聴きながら歩くことは控えましょう。
▶地区別犯罪発生状況　
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令和元年
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前年比 ＋1 0 －3 0 0 －6 －8 ＋16 ＋2  －1 －24 ＋16 －7

※侵入窃盗のうち「その他」には、事務所あらしや出店あらし（店舗侵入窃盗）などが含まれます。
※数字は概算（行田警察署調べ）
▶問い合わせ　防災安全課防犯対策担当（内線283）
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万一の事故に備えて交通災害共済に加入しましょう
令和2年度分の加入を受け付けています

　交通事故を無くすためには、ルールを守ることはもちろん、気持ちのゆとりと譲り合いの精神を持つことが大切
です。しかし、自分自身がどんなに気を付けていても交通事故に遭うことがあります。万一の交通事故に備えて、
ぜひ交通災害共済にご加入ください。
　この制度は、市民の皆さんが会費を出し合って、加入している方が交通事故に遭ったとき、見舞金が支払われる
相互扶助制度です。

▶加入資格　本市の住民基本台帳に登録されている方
▶加入期間　4月1日㈬～令和3年3月31日㈬の1年間
　※ 加入期間中に市外へ転出した場合は、効力を失います。
▶費用　1人年額500円
　※10月以降に加入される場合は250円

▶ 加入方法　防災安全課で年間を通して随時加入を受
け付けています。各自治会で指定した期間に限り、
自治会を通して加入の取りまとめを行います。
▶ その他　対象となる交通事故や見舞金に関すること
については、同課へ問い合わせください。
▶問い合わせ　同課交通担当（内線284）

 

　JR行田駅前広場周辺再整備事業に伴う自転車
駐車場整備工事を実施していましたが、2月1日
から第2壱里山町自転車駐車場の供用を開始し
ました。なお、第2壱里山町自転車駐車場は、自
転車専用のため、原動機付自転車は第3壱里山
町自転車駐車場または清水町自転車駐車場を利
用していただくことになりますが、当面は仮設
自転車駐車場も引き続き利用できます。

▶ 問い合わせ　防災安全課交通担当（内線283）

第2壱里山町自転車駐車場が
2月1日から利用できます

▶ 問い合わせ　防災安全課交通担当（内線284）

自転車保険に加入しましょう

第３壱里山町自転車駐車場

第２壱里山町自転車駐車

清水町自転車駐車場

仮設自転車駐車場

　県では平成30年4月から自転車保険への加入が義務
付けられています。自転車保険は、事故の際、相手に
対して支払われる損害賠償のための保険です。自転車
に乗るときは交通ルールを遵守し、事故を起こさない
ように注意することが大切ですが、万が一相手に怪我
を負わせてしまったときに備え、自転車保険に加入し
ましょう。
▶自転車保険の種類　

種類 問い合わせ

個人賠償
責任保険

自転車向け保険

保険の取扱店など
自動車保険の特約

火災保険の特約

傷害保険の特約

ＴＳマーク
付帯保険

点検整備をした自転車
に貼付されたＴＳマー
クに付帯する保険

自転車整備士のいる自転車店

交通安全ポスターおよび作文入選作品を紹介します
　埼玉県警察および埼玉県教育委員会、（一財）埼玉県交通安全協会が主催する
「令和元年度交通安全ポスター及び作文コンクール」に市内の小学校15校からポス
ター249点、作文33点、中学校2校からポスター2点、作文107点の応募があ
りました。
　審査の結果、ポスター部門では小学校の部で金賞1点、作文部門では小学校の
部で佳作1点が選ばれました。
交通安全ポスター（小学校低学年の部）
金賞　桜ケ丘小学校1年　髙橋　栄

えいと
翔さん

交通安全作文（小学校低学年の部）
佳作　「ゆびさしかくにん」西小学校1年　大木　麗

れ お
央さん

▶ 問い合わせ　行田交通安全協会事務局（行田警察署内）☎555―1112 桜ヶ丘小学校1年
髙橋　栄翔さんの作品
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　聴覚・音声または言語機能に障害のある方に対して、手話通訳を行う登録通訳者の
選考試験を実施します。登録後は、派遣申請に基づき手話通訳業務を依頼します。
▶日時　3月8日㈰午前9時30分～正午（予定）
▶場所　総合福祉会館「やすらぎの里」
▶受験資格　令和2年4月1日現在、満20歳以上の方（学生を除く）
▶試験内容など　

　市では、森づくりをはじめ、緑化推進に努めていま
す。まちの緑は、そこに住む人々に安らぎや潤いを与
え、良好な環境の維持形成に大きな役割を果たしてい
ます。
　以前は、ケヤキなどを防風林として屋敷内に植えた
家がありましたが、今では数少なくなってしまいまし
た。この屋敷林や神社・寺院の社寺林を保全できるよ
う、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
▶問い合わせ　都市計画課公園担当(内線5604）

第4期納期限　3月2日㈪
　受益者負担金は、下水道供用開始となった時点で、
使用の有無を問わず土地の面積に応じて賦課されま
す。この負担金の納付には便利な口座振替をご利用く
ださい。また、期限内の納付が困難な場合は、納付相
談をご利用ください。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続などに
より受益者の変更があった場合は、下水道課までご連
絡ください。
▶問い合わせ　同課業務担当☎564―0303

　私たちの豊かな暮らしは、エネルギーの消費によっ
て成り立っています。日常生活に欠かすことのできな
い電気、ガス、水道はもちろん、現代社会の土台になっ
ている運輸、通信などもすべてエネルギーを利用して
いますが、エネルギーの大量消費は、地球温暖化の原
因となる二酸化炭素などの温室効果ガス排出量の増加
につながります。特に、冬の期間は暖房などによるエ
ネルギーの消費量が増えることから、国では毎年2月
を「省エネルギー月間」と定め、省エネルギーの推進
を呼び掛けています。
　このまちで暮らす私たちも、毎日の生活を少しだけ
見直して、みんなで「行田エコタウン」をつくってい
きましょう。

今日からできる冬の省エネ行動
• 重ね着をして、暖房の温度を下げたり、利用時間を
減らしたりしましょう。
• 使わない家電製品は、コンセントからプラグを抜く
か主電源を切りましょう。
•部屋を出るときは、明かりを消しましょう。
•風呂は冷めないうちに、家族で続けて入りましょう。
• シャワーは流しっぱなしにしないで、こまめに止め
ましょう。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

あなたも行田市の登録手話通訳者になりませんか

屋敷林・社寺林を大切にしましょう

下水道事業受益者負担金をお支払いの方へ

2月は省エネルギー月間です

試験方法 内　容

筆　　記

①行田市の福祉に関する知識
②聴覚障害者に関する知識
③障害者福祉に関する知識
④手話通訳に関する知識

聞き取り 手話表現　　　　2問

読み取り 口　　述　　　　2問

　▶ 申し込み　2月3日㈪から福祉課および行田市社会福祉協
議会で配布する所定の申込用紙に必要事項を記入し、選考
試験実施要領を参照の上、2月28日㈮(必着)までに提出
してください。

　　※ 選考試験実施要領と申込書の配布は、土・日曜日、祝日
などを除きます。

　▶ 問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線266）または同協
議会☎557―5400

　行田市および行田市農業委員会では、次のとおり、農業委員および農地利用最適化推進委員の推薦・応募を受
け付けます。

いずれの委員も
▶任期　令和2年7月20日～令和5年7月19日
▶委員になれない方　
　•破産手続開始の決定を受けて復権を得ない方。
　•禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの方。
▶募集期間　2月27日㈭～ 3月25日㈬（土・日曜日、祝日を除く）
▶ 推薦・応募の方法　適任と思われる方を、本人の同意を得て3人以上か団体代表者名で推薦、または自らの応
募により、農業委員会事務局で配布している書類(市ホームページからダウンロード可)に必要事項を記入し、
持参してください。

▶選考方法　推薦または応募の理由、経歴、年齢、地域などを考慮し審査します。
▶その他　
　• 農業委員は、過半数が認定農業者であることや、農業者以外の方で中立な立場で公正な判断をすることがで

きる者を1人以上含めなければなりません。また、農業委員の年齢、性別などに著しい偏りが生じないよう
に配慮します。

　• 農業委員および農地利用最適化推進委員の身分は非常勤
の特別職となり、業務には守秘義務が伴います。

　• いずれの委員も、同時に推薦・応募できますが、兼職は
できません。

▶問い合わせ　農業委員会事務局(内線392)

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します

農業委員
▶委員定数　13人
▶ 要件　農地に関する知識と熱意を持ち、農地利用の
最適化などの推進に関する事項、その他の農業委員
会の所掌に属する事項に関しその職務を適切に行う
ことができる方。

▶主な業務内容　
　• 法令に基づく毎月の総会審査
　• 最適化推進の指針の作成、市長などへの意見書の

提出
　• 農地利用最適化業務(担い手への農地利用の集積・

集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の
促進)のための活動

　•農地中間管理機構との連携
　•農地パトロール
　•農業振興業務(農業者年金、全国農業新聞の普及)
▶報酬　月額36,000円

農地利用最適化推進委員
▶ 委員定数　20人(担当区域ごとに1人ずつ。詳細は
市ホームページをご覧ください)
▶ 要件　農地利用の最適化の推進に熱意と識見を有
し、担当する区域において、担い手農家への農地集積・
集約化、遊休農地の発生防止・解消などの調整を行う
ことができる方。
▶主な業務内容　
　•担当地域の審査案件の現地調査
　•最適化推進の指針の作成に対して意見を述べる
　• 農地利用最適化業務（担い手への農地利用の集積・

集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の
促進）のための現場活動

　•農地中間管理機構との連携
　•農地パトロール
　•農業振興業務(農業者年金、全国農業新聞の普及)
▶報酬　月額35,000円
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談相種各 （2月15日～3月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

2月25日㈫ ※予約は2月3日㈪から 午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

3月12日㈭ ※予約は2月17日㈪から 午後1時40分～ 4時20分

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 2月17日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日などを除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
（内線495）

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 3月11日㈬※予約制 午後1時～ 4時

埼玉県行政書士会
埼北支部☎564－
0104

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日などを除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 南河原隣保館 3月11日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の
納税相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課

（内線236・237）

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 2月18日㈫、3月3日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
1月19日㈰  午前9時  0.07マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.07マイクロシーベルト(晴れ）

不
用
品
情
報（
無
料
）

渡り鳥が飛来しています

　市内の河川や池に、カモなどの渡り鳥が飛来していま
す。渡り鳥は10月から12月ごろにかけて飛来し、2月
から5月ごろにかけて飛び立っていきます。
　野鳥に餌を与えたり、ごみを放置したりすると、野鳥
を人の生活圏に誘引したり、生態系や鳥獣の保護などに
影響が生じたりする恐れがあります。野鳥には静かな環
境が一番です。不用意に接触したり、傷つけたりせずに
静かに見守りましょう。皆さんのご協力をお願いします。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

▼ 
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さしあげます

ゆずってください

▷スリッパ掛け　▷チェスト　▷たんす　▷自転車用
チャイルドシート　▷こたつ　▷ベビーベッド　▷子犬
用ドライブバスケット　▷ベッド柵　▷ストーブガード

▷洗濯機　▷シュレッダー　▷シルバーカー　▷卓上ミシ
ン　▷リバーシ　▷将棋セット　▷スチール棚　▷バス
ケットゴール　▷PPバンド結束機　▷ソファベッド

行田市資源リサイクル審議会
委員を募集します

　市では、一般廃棄物(ごみ)の収集体制について審議し
ていただく「行田市資源リサイクル審議会委員」を募集し
ます。

▶応募資格　 満20歳以上の市内在住・在勤・在学の方で、
平日昼間行う審議会(年4回程度)に出席で
きる方。ただし、次に掲げる方は応募でき
ません。

　　　　　　⑴ 応募日現在、すでに本市の委員会などの
委員の職にある方 

　　　　　　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　3人
▶任　　期　委嘱してから答申が終了するまで
▶応募方法　 2月28日㈮(必着)までに、住所、氏名、

生年月日、性別、電話番号、勤務先(また
は学校名)を明記の上、応募理由および市
のごみ行政に関する考え(800字程度)を記
入した書類(様式自由)を持参または郵送に
より提出してください。

　　　　　　 【持参・郵送】〒361―0031 行田市緑町
13―12  行田市環境課

▶選考方法　 書類審査の上、決定します。なお、結果は
全員にお知らせします。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

遺言・相続無料相談会
～遺言・相続の疑問に
お答えします～

▶日　　時　2月29日㈯午前10時～午後4時
▶場　　所　熊谷市立商工会館3階3号室
　　　　　　（熊谷市宮町2―39）
▶相談方法　面談による相談（1組30分※予約制）
▶そ の 他　 電話相談（☎048―872―8055※予約不要、

当日のみ通話可）も実施します。
▶申し込み・問い合わせ　
　　　　　　 面談相談は2月27日㈭午後5時までに電話

で埼玉司法書士会☎048―863―7861

納期のお知らせ（2月分）
普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・・8期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・8期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・・8期

納期限　3月2日㈪
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口
座振替をご利用ください。

・納付の相談は随時収納課で実施しています。

▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

特別徴収（年金からあらかじめ差し引かれる方）
2月支給の年金から差し引きます。
①市県民税
②国民健康保険税
③介護保険料
④後期高齢者医療保険料
▶問い合わせ　①税務課市民税担当(内線231)
　　　　　　　②保険年金課国保担当(内線271)
　　　　　　　③ 高齢者福祉課介護保険担当(内線

277)
　　　　　　　④保険年金課医療担当(内線227)

水城公園に集まるオナガガモの様子
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

1213

　　

在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
　りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

期　日 医療機関名 電話番号
2月16日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
2月23日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
2月24日（月) 壮幸会行田総合病院 552―1111
3月 1日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
3月 8日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
3月15日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

ママ･パパ教室（要申し込み）
日　　時　2月28日㈮午後1時15分～ 3時45分
　　　　　（午後1時から受け付け）
対　　象　妊婦とその家族
定　　員　20人(先着順)
内　　容　 赤ちゃんの保育、沐

もくよく
浴実習、

　　　　　妊婦体験など
※詳細は市ホームページをご覧ください。

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　2月17日㈪午前10時～ 11時30分
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者
内　　容　 お子さんの体重測定や育児相談

離乳食教室（中期）（要申し込み）
日　　時　 2月20日㈭午前10時30分～11時30分(午

前10時15分から受け付け)
対　　象　 7 ～ 8カ月のお子さんとその保護者(保護

者のみの参加可)

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時　3月9日㈪午前9時30分～ 11時30分
対　　象　 就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など　
健 診 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ月

児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、
3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さん
で、前住所地で受診していない方は保健セン
ターにご連絡ください。

子どもの健康

#7119 （365日24時間対応）
　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。
　また、埼玉県では、医療機関への適正受診をさらに
推進するために、全国初となるAIを活用した「埼玉
県AI救急相談」を導入しましたので、ご活用ください。
https ://www.pref .sa i tama. lg . jp/a0703/
aikyukyu.html

おとなの健康
健康相談 (要申し込み)
日　　時　2月25日㈫、3月10日㈫
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター

こころの相談 (要申し込み)
日　　時　2月26日㈬　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 不安や不眠、生活リズムの乱れ、人間関係

など、心に悩みのある方

自殺対策計画（案）についての
意見を募集します

　市では、自殺対策基本法に基づき、誰も自殺に追い
込まれることのない社会の実現を目指し、今後の自殺
対策の方向性を示す自殺対策計画の策定を進めていま
す。
　このたび、計画(案)がまとまりましたので、市民
の皆さんから意見を募集します。

意見募集期間　2月15日㈯～ 3月6日㈮
閲覧場所　 保健センター、市政情報コーナー、南河原

支所※市ホームページからも閲覧可。
意見提出方 法　住所、氏名、電話番号を明記(様式自

由)の上、持参(土・日曜日、祝日を除く)、
郵送、FAX、Eメールのいずれかの方法で
提出してください。【持参・郵送】〒361
―0023 行田市長野2―3―17 行田市保
健センター【FAX】048―555―2551【E
メール】hoken-s@city.gyoda.lg.jp

提出された 意見について　個人を特定できないように
編集し、概要を公表します。また、意見に
基づいて修正した場合は、その内容を公表
します。なお、個別には回答しません。

そ の 他　電話や口頭での受け付けはできません。

休日急患診療
　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

地域医療ネットワーク
シンポジウムを開催します

　地域医療の現状や医療連携の必要性などをお伝えし
ながら、地域医療を守るために一人一人がしなければ
ならないことや、医療連携の普及に必要なことなどを
参加者の皆さんと一緒に考えます。ぜひ、ご参加くだ
さい。

日　　時　3月7日㈯午後1時30分開演(午後1時開場)
場　　所　 白岡市コミュニティセンター (白岡市大字

白岡857―6)
定　　員　270人
参 加 費　無料
主　　催　埼玉利根保健医療圏医療連携推進協議会
共　　催　埼玉県
そ の 他　申し込み不要です
問い合わせ　同協議会事務局☎0480―63―0003

なくそう！望まない受動喫煙
　2018年7月に健康増進法の一部を改正する法律
が成立し、望まない受動喫煙を防止するための取り
組みが段階的に進められてきましたが、2020年4
月1日から次のとおり全面施行されます。

・ オフィス、事業所、飲食店などの施設において原
則屋内禁煙

・20歳未満の方は、喫煙エリアへ立ち入り禁止
・ 屋内での喫煙には喫煙室の設置が必要(設置可能
な喫煙室のタイプについては、施設の分類によっ
て異なります)

・喫煙室には標識掲示が義務付けに

　事業者の皆さんが受動喫煙対策を取り組むための
財政・税制支援の整備も進められています。
　詳しい情報は【厚生労働省「なくそう！望まない受
動喫煙」(http://jyudokitsuen.mhlw.go.jp)】をご
覧ください。

特定非営利活動法人グローバル交流協会

みんな　チカラの
～市民公益活動団体紹介～

発足　平成24年7月
会員数　24人
活動の目的　グローバル化されつつある世界の中で、さま
ざまな世代の日本人に対し、日本人としてのアイデンティ
ティーを失わず、国内外を問わず諸国民との対等なコミュ
ニケーションを行なえるよう、各種プログラムの調査研究
および企画実施を行い、地域の活性化に資する。
活動内容　日本文化を大切にしながら、世界の多種多様な
民族・文化についての啓発活動と相互理解への事業に協力
する。　
主な活動場所　市内各所
市民の皆さんへ　活動に参加している方々からは、他国の
人々の実際の生活や習慣、考え方などを聞き、食文化など
を体験することでより身近に感じられるようになったなど
の感想をいただいています。私たちは、国同士の交流は各
国の人々がまず互いを知り、理解を深めることから、次のステップである親交に進められると考えます。
　今年はいよいよ東京2020オリンピック・パラリンピックが日本で開催されます。日本を訪問される海外の人
はもちろん、日本在住、行田在住の外国籍の方々とも積極的に交流する機会を持ち、さらに本市の良さをアピー
ルしていきましょう。　　

【理事長】 細谷 美恵子 【電話番号】 090―5547―6145

異文化 講演会
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770　ホームページ：https://lib-gyoda-saitama-jp

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　2月3日㈪・10日㈪・17日㈪・25日㈫、　
　　　　　3月2日㈪・3日㈫・9日㈪・16日㈪
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

1415

・ストライカーを科学する　松原良香／著
・ いちばんわかりやすい相続・贈与の本'19 ～ '20年版
曽根恵子／著
・真珠のひみつ　おぎのひとし／漫画
・ 埼玉のグルメってどう思いますか？株式会社天夢人
／編集
・読書する人だけがたどり着ける場所　齋藤孝／著

新   着   図   書

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

2月1日㈯午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おはなしの会

図書館
おはなしの
へや

2月8日㈯午後2時 おはなしポケット
2月16日㈰午後2時 おしゃべりインコの会
2月22日㈯午前11時 おはなしタンバリン
3月7日㈯午後3時 おはなしの会
3月14日㈯午後3時 おはなしポケット
3月15日㈰午後2時 おしゃべりインコの会

たまごおはなし会
2月12日㈬・19日㈬、
3月11日㈬・18日㈬
午前10時30分～11時

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員
ぴよぴよおはなし会 2月2日㈰、3月1日㈰

午後3時30分
絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 2月15日㈯午後3時30分 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語であそぼう 2月16日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 ①2月9日㈰ 午後2時
②3月8日㈰ 午後2時

① 新･ざわざわ森のが
んこちゃん２
② うっかりペネロペ 
みんなともだち編

図書館職員

図書館シネマ倶楽部 2月23日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

鏡の国の戦争(洋画：107分)
出演：クリストファー・
ジョーンズ ピア・デゲル
マルク 他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員  「みらい」
  映像ホール

＜DVD＞
・ピーターラビット
・プーと大人になった僕
・空飛ぶタイヤ
・ラジオ－がんばっぺ女川！－
・TOKYO1964－東京オリンピック開催に向かって－

＜CD＞
・いないいないばあっ
・ディズニープリンセス・ベスト
・POP VIRUS(星野源)
・Sympa(King Gnu)
・平成演歌ヒストリー
・大銀幕(中島みゆき)

今月のおすすめDVD・CD

▶日　　時　 3月7日㈯午後1時30分～2時30分(午
後1時開場)

▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容
　・「しこまれた動物(抄)」幸田文／著
　・「ともしび」杉みき子／文、佐藤忠良／画
　・ 「耳なし芳一のはなし」小泉八雲／著、 上田和夫／訳
▶定　　員　30人(先着順)
▶協　　力　行田朗読の会
▶そ の 他　申し込みは不要です。

大人のためのミニ朗読会 春の特別版

行田市民大学「第12期生」を募集します
　「市民による手作りの学校」を目指して設立された行田市民大学では、大学講師をはじめとす
る専門家から郷土の歴史や健康づくりなど、さまざまな分野について学ぶことができる趣向を
凝らしたカリキュラムを企画しています。「学んだことをこれからの生活や地域で生かしたい」
と考えている方は、ぜひご応募ください。

渡良瀬遊水地ヨシ焼きを
実施します

　渡良瀬遊水地では、害虫駆除、野火による周辺家屋へ
の類焼防止、貴重な湿地環境の保全などを目的にヨシ焼
きを実施します。
　当日および実施後当分の間は、風向きや上昇気流によ
り、灰や煙が広範囲に飛散することがありますが、ご理
解をお願いします。

▶日　　時　 3月21日㈯午前8時30分開始
　　　　　　※悪天候などの場合、22日㈰または28日㈯
▶実施範囲　渡良瀬遊水地全域
▶そ の 他　 ヨシ焼きの実施状況は、(一財)渡良瀬遊水

地アクリメーション振興財団ホームページ
および電話による自動音声案内(☎0282―
62―0915)で確認できます。

▶問い合わせ　 渡良瀬遊水地ヨシ焼き連絡会実施本部☎
0282―62―1161

コミュニティセンターみずしろの
ロッカー使用申し込みを受け付けます

▶使用期間　 4月1日㈬～令和3年3月31日㈬の1年間
　　　　　　 （新規の方は、水曜日が休館日のため、４月

２日㈭からの使用となります）
▶使用可能団体　 コミュニティセンターみずしろを月1回以

上利用している団体（代表者が市内在住で
あること）

▶貸出台数　30台（1団体につき1台まで）
▶使 用 料　無料
▶そ の 他　 申し込みが貸出台数を上回った場合は、公

開抽選により使用団体を決定します（抽選
の場合は別途、連絡します）。

▶申し込み　 2月17日㈪～ 28日㈮の午前9時～午後5
時に直接または電話で団体名、代表者の氏
名・住所・電話番号を地域づくり支援課に
お伝えください。

▶問い合わせ　同課協働推進担当（内線253）

▶修学期間　 5月8日㈮から2年間、毎月2回程度(原
則第2・4木曜日)

▶時　　間　午前10時～正午
▶場　　所　ものつくり大学（前谷333）他
▶講座内容　 「のぼうの城」を検証する、行田市の原

点「日本一の足袋産業」、郷土の文化を
学ぶ、視察ツアー他（年間23回を予定）

　　　　　　※ 講座内容は、変更となる場合があり
ます。

　　　　　　※ 講座の他に自主グループ研究活動が
あります。

▶応募資格　 原則として市内在住・在勤で16歳以
上の方

▶募集人数　50人(定員を超えた場合は抽選)
▶学　　費　 年間15,000円(入学決定後、指定す

る日までに振り込み)
　　　　　　※視察ツアーは別途負担あり
▶主　　催　NPO法人行田市民大学活動センター

▶応募方法　 市役所、教育委員会、各公民館などに
用意してある所定の申込用紙に必要事
項を記入の上、3月16日㈪までに持参、
郵送、FAXのいずれかの方法で申し込
みください。

　　　　　　 【郵送】〒361―0056 行田市持田4
―35―11 NPO法人行田市民大学活
動センターまたは〒361―0052 行田
市本丸2―20 行田市教育委員会ひと
つくり支援課（ひとつくり支援課へは
持参も可）

　　　　　　 【FAX】同法人501―2448、同課556
―0770

▶入学決定　 3月31日㈫までに応募者へ結果を通知
します。

▶問い合わせ　 同法人☎501―2404または同課生涯
学習担当☎556―8319

あの青春時代をもう一度
キャンパスライフを送りませんか
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　1月1日、古代蓮会館で迎春企画「タワーからみんなで見よう！
令和最初の初日の出」が開催され、初日の出を一目見ようと家
族連れら200人以上が集まりました。
　今年は上空に雲がかかり、地平線からの日の出が見えなかっ
たものの、午前7時5分ごろに雲の上に太陽がゆっくりと姿を現
すと、一斉に歓声が上がり、来館者は手を合わせて願い事をし
たり、記念写真を撮ったりするなど晴れやかな表情で新年を迎
えていました。

　12月23日、市役所でロビーコンサートが開催されま
した。
　この日は、行田音楽家協会の皆さんが「そりすべり」
や「アメイジング・グレイス」などクリスマスの時季にふ
さわしい曲を含む9曲を披露。「赤鼻のトナカイ」では、
演奏者がサンタクロースとトナカイに扮

ふん
し、集まった観

客を楽しませながら、美しい歌声をロビーいっぱいに
響かせました。

　1月5日、商工センター憩いの広場で、新春餅つき大会が
行われました。
　これは観光情報館ぶらっと♪ぎょうだが、まちににぎわい
を呼び込もうと昨年初めて開催したもので、今年は約150
人が参加。訪れた人たちは、「よいしょ!」の掛け声とともに、
代わる代わるきねを振り上げました。つきたての餅は、行
田在来青大豆を使用したきな粉をまぶして振る舞われ、参
加者は「軟らかくておいしい」と笑顔で頬張っていました。

　12月28日、商工センターパブリックホールで「新年また
ずにネズミ出る！」が開催されました。
　忍城おもてなし甲冑隊で成田長親役の野原のぼさんが
演じる鼠

ねずみ

小僧が、岡っ引きらから巧みに逃げる様子など
ユーモアあふれる寸劇を披露。鼠小僧の活躍に、来場者か
らは声援が飛び交い、会場は終始笑いが巻き起こっていま
した。

古代蓮会館迎春企画「タワーから
みんなで見よう！令和最初の初日の出」

市役所ロビーコンサート

新春餅つき大会

のぼ一座
「新年またずにネズミ出る！」

　1月11日、令和2年行田市消防出初式が産業文化会
館・市役所前および水城公園内で開催されました。
　張りつめた空気の中、集まった261人の消防職団員
は人員報告や服務規律点検を受けた後、ポンプ車を使っ
た消防操法模範演技などを実施。中でも、一斉放水訓
練では25台の消防車両が勢いよく放水するとその迫力
に見学者から大きな歓声が上がりました。

　1月11日、中央公民館で第34回行田市小中学生将棋大会
が開催され、市内の小・中学生58人が出場しました。
　真剣な眼差しで一手一手丁寧に指し、盤上で熱い戦いを繰り
広げた子供たち。対局を終えた後は、互いの戦法や駒の進め
方などを振り返り、親睦を深めていました。また、矢内理絵子
女流五段による多面指しの指導対局が行われた他、詰め将棋
コーナーなども設けられ、参加者は腕試しを楽しんでいました。

　12月21日、産業文化会館で第28回行田市ス
クールバンドフェスティバルが開催されました。
　市内小・中学校および高校の金管バンドクラブ
や吹奏楽部が出演し、最近のヒット曲やディズニー
ソングなどを披露。リズムに緩急や音に強弱をつ
けた演奏を繰り広げ、ホール全体に各楽器の美し
い音色を響き渡らせると、聴衆からは大きな拍手
が送られました。

第34回行田市小中学生将棋大会

第28回行田市
スクールバンドフェスティバル

GYODA CITY

写真館写真館
P H O T O

N E W S

令和2年行田市消防出初式
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俳 

句

 

城
西 

榊
原
し
ず
か

煮
大
根
歳
月
と
い
う
調
味
料

 

佐
間 

須
永
　
節
子

は
や
米
寿
ま
だ
米
寿
だ
と
去
年
今
年

 

藤
原
町 

斎
藤
雄
次
郎

澪
走
る
冬
あ
け
ぼ
の
の
英
虞
の
海

 

忍 

伊
藤
　
誠
一

充
分
に
生
き
て
昭
和
の
枯
芒

 

富
士
見
町 

森
　
　
節
子

田
作
り
は
ス
マ
ホ
じ
ゃ
出
せ
ぬ
母
の
味

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

何
ひ
と
つ
隔
つ
も
の
な
し
大
枯
野

 

持
田 

二
瓶
　
弘
子

寄
せ
鍋
に
奉
行
は
い
ら
ぬ
好
き
に
せ
よ

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

初
日
さ
す
特
別
史
跡
古
墳
群

 

埼
玉 

岡
本
　
喜
水

弾
む
ジ
ャ
ズ
窓
の
冬
木
も
揺
れ
て
を
り

○ 
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
５
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

居
る
は
ず
も
な
き
夫
と
酌
む
夢
は
じ
め

 

富
士
見
町 

江
利
川
敏
夫

酉
の
市
売
り
手
買
い
手
の
心
意
気

 

旭
町 

大
川
　
恵
子

し
ら
じ
ら
と
明
け
る
水
面
に
鴨
の
群

 

天
満 

青
柳
　
欣
吾

卒
寿
過
ぎ
二
つ
で
足
り
ぬ
雑
煮
餅

 

荒
木 

野
口
　
利
夫

大
北
風
や
百
余
の
果
実
落
と
し
ゆ
く

 

埼
玉 

荻
原
　
増
夫

縁
側
の
猫
と
無
言
の
日
向
ぼ
こ

 

下
忍 

荒
井
　
王
子

登
校
の
列
を
乱
し
て
霜
柱

 

谷
郷 

江
利
川
栄
一

裸
電
球
昭
和
の
ま
ま
の
酉
の
市

 

斎
条 

小
林
　
英
与

麦
の
芽
の
ひ
と
雨
ご
と
に
逞
し
く

 

（
三
沢
　
一
水
　
選
）

私
の
作
品

▼
期
間
　
2
月
28
日
㈮
〜
3
月
18
日

㈬
※
木
曜
休
館　
▼
時
間
　
午
前
11

時
〜
午
後
4
時　
▼
場
所
　
旧
忍
町

信
用
組
合
店
舗
内　
▼
内
容
　
行
田

絵
手
紙
あ
お
い
会
会
員
の
絵
手
紙
展　

▼
入
館
無
料
　
▼
問
　
文
化
財
保
護

課
（
内
線
５
３
２
２
）

▼
日
時
　
3
月
13
日
㈮
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
（
午
後
1
時
10
分
か
ら
受

け
付
け
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
テ
ー
マ
　「
じ
ぶ
ん
の
ま
ち
で
楽

し
く
暮
ら
す
ヒ
ン
ト
〜
深
谷
・
熊

谷
・
行
田
・
鴻
巣
・
北
本
〜
」　
▼

内
容
　「
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
抱
き
、
地
域
で
活
動

し
て
い
る
共
助
仕
掛
人
（
※
）
が
事

例
発
表
を
し
ま
す
。
意
見
交
換
会
を

含
め
た
交
流
会
も
実
施
し
ま
す
。
※

共
助
仕
掛
人
と
は
、
県
の
専
門
家
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市

民
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。　

▼
定
員
　
30
人　
▼
参
加
無
料
　
▼

共
催
　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
県
共
助
社
会
づ
く
り
課　
▼

第
10
回 T

テ

ア

ト

ル

héâtre V

ヴ
ェ
ー
ル

ert

「
行
田
絵
手
紙
あ
お
い
会
作
品
展
」

高
崎
線
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
in
行
田

支
援
セ
ン
タ
ー
緑
風
苑
☎
５
５
７
―

３
６
１
１　
▼
こ
の
記
事
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
者
福
祉
課
地
域

包
括
ケ
ア
担
当
（
内
線
２
７
８
）

▼
期
間
　
3
月
11
日
㈬
〜
13
日
㈮　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
公
益
社
団
法

人
行
田
法
人
会
主
催
の
「
第
4
回
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
入
選
し
た
作
品
お
よ
び
市
内
の
小

学
6
年
生
の
応
募
作
品
の
展
示　
▼

問
　
同
会
☎
５
５
４
―
４
５
３
５

第
4
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示

▼
日
時
　
3
月
13
日
㈮
午
後
1
時
30

分
〜
3
時　
▼
場
所
　
中
央
公
民
館

第
1
学
習
室　
▼
内
容
　
高
齢
者
が

在
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
介
護
の
知
識
や
技
術
の
こ
つ

な
ど
を
学
ぶ
。　
▼
対
象
　
現
に
介

護
し
て
い
る
方
、
介
護
に
つ
い
て
関

心
の
あ
る
方　
▼
定
員
　
20
人
（
先

着
順
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　

筆
記
用
具
、
飲
み
物　

▼
申
・
問
　

3
月
10
㈫
ま
で
に
電
話
で
地
域
包
括

イ
ベ
ン
ト

介
護
者
教
室

申
・
問
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
５
９
８

―
８
６
１
６
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）
※

日
・
水
曜
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
【
Ｅ
メ
ー
ル
】gyodashi-

saposen@
bz04.plala.or.jp

▼
日
時
　
3
月
7
日
㈯
午
後
0
時
30

分
〜
4
時
30
分
、
8
日
㈰
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
4
時　

▼
場
所
　
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー　
▼
内
容
　【
7

日
】
作
品
展
示
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

教
室
他
【
8
日
】
作
品
展
示
、
芸
能

発
表
、
お
茶
会
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

ゲ
ー
ム
、
焼
き
そ
ば
・
豚
汁
な
ど
の

飲
食
コ
ー
ナ
ー
他　
▼
主
催
　
同
セ

ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員

会　
▼
問
　
同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
９

―
１
３
９
９

▼
日
時
　
2
月
15
日
㈯
午
前
9
時
〜

10
時
（
午
前
8
時
45
分
集
合
）
※
雨

天
中
止　
▼
集
合
場
所
　
総
合
公
園

管
理
棟
前　
▼
内
容
　
総
合
公
園
を

愛
着
の
あ
る
公
園
に
す
る
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を
行
う
。　

第
26
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

総
合
公
園
の
清
掃
活
動

▼
持
ち
物
　
清
掃
用
の
手
袋
、
ご
み

袋　
▼
そ
の
他
　
清
掃
活
動
を
中
止

す
る
場
合
は
前
日
に
判
断
し
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
周
知
し
ま
す
。　

▼

問
　
行
田
の
ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ
委

員
会
事
務
局
（
管
理
課
内
・
内
線

５
７
０
３
、
都
市
計
画
課
内
・
内
線

５
６
０
４
）

▼
日
時
　
2
月
23
日
㈰
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ

Ａ
ぎ
ょ
う
だ
学
習
室　
▼
内
容
　
子

ど
も
を
結
婚
さ
せ
た
い
と
お
考
え
の

親
ま
た
は
家
族
の
た
め
の
お
茶
会
お

よ
び
相
談
会　

▼
参
加
費
　
１
千

円　
▼
そ
の
他
　
一
世
帯
何
人
で
も

参
加
可　
▼
申
・
問
　
2
月
18
日
㈫

ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行

田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
０
―

３
１
３
１
―
８
３
５
６
ま
た
は
☎

０
９
０
―
２
４
１
６
―
９
６
９
２

【
Ｅ
メ
ー
ル
】gyoda.kettkon.

shienn@
gm
ail.com

第
2
回
え
ん
む
す
び
親
の
会

行田みらい塾成果発表会
「行田みらいフォーラム2020」
　行田みらい塾は、日本遺産を活用した観光振興
や地域ビジネス創出など、地域の活性化を担う人
材育成を目的として、2018年7月にスタートし
ました。
　この第2期生らによる成果発表会「行田みらい
フォーラム2020」を開催します。

▶日    時　2月15日㈯午後2時
▶場    所　商工センターホール
▶内    容　 塾生がこれまで学んだことを生かし

て、グループに分かれ行田の活性化
をテーマに発表します。

▶問い合わせ　 行田市日本遺産推進協議会（企画政
策課内・内線309）

　
昨
年
6
月
に
埼
玉
県
写
真
館
協
会
が
開
催
し
た
「
埼

玉
県
写
真
館
協
会
令
和
元
年
度
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
見

事
、
最
優
秀
賞
に
当
た
る
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
岡
田

純
哉
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
地
域
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
写
真
館
に
生
ま
れ
た

岡
田
さ
ん
は
、
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
自
然
と
家
業
を
継

ぐ
こ
と
を
意
識
し
始
め
、
大
学
で
は
本
格
的
に
カ
メ
ラ

や
写
真
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
卒
業
制
作
で
は
優
秀
作

品
と
し
て
選
抜
展
示
に
飾
ら
れ
る
ほ
ど
の
腕
前
で
し
た

が
、
決
し
て
そ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
大
学
卒
業

後
は
修
業
を
兼
ね
て
県
内
の
写
真
館
に
勤
め
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
他
、
店
の
受
付
や
ア
シ
ス
タ

ン
ト
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
基
本
的
な
撮
影
方
法
な
ど

は
教
わ
る
も
の
の
、
大
半
は
先
輩
方
が
撮
っ
た
写
真
を

見
て
学
ぶ
日
々
を
送
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
約
3
年
間
の
修
業
を
終
え
た
岡
田
さ
ん

は
、
平
成
28
年
4
月
、
実
家
の
写
真
館
「
フ
ォ
ト
ス

テ
ー
ジ
ノ
ア
」
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
任
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
仕
事
柄
、
人
物
写
真
を
多
く
撮
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
尋
ね
る
と
、「
光
の
加

減
や
構
図
は
大
切
で
す
が
、
そ
の
人
の
一
瞬
の
魅
力
的

な
表
情
を
撮
る
に
は
相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
県
知
事
賞
に
輝
い
た
作
品
は
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

フ
ォ
ト
。
撮
影
場
所
は
、
新
郎
新
婦
が
着
る
和
装
に
合

う
忍
城
を
選
び
ま
し
た
。
手
の
仕
草
や
目
線
な
ど
を
細

か
く
指
示
し
つ
つ
も
、
自
然
な
笑
顔
を
引
き
出
し
、
仲

睦
ま
じ
い
様
子
を
撮
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
写
真
は
友
人
・
家
族
・
恋
人
と
の
か
け
が
え
の
な

い
思
い
出
や
幸
せ
の
瞬
間
を
形
と
し
て
残
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
年
を
増
す
ご
と
に
、
そ
の
時
々
の
思
い
出
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
宝
物
と
な
る
よ
う
な
写
真
を

今
後
も
撮
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
意

気
込
み
を
語
る
岡
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の

人
々
の
未
来
に
生
き
続
け
る
写
真
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

埼
玉
県
写
真
館
協
会
令
和
元
年
度

 

コ
ン
テ
ス
ト
で
埼
玉
県
知
事
賞
を
受
賞

岡
田 

純
哉 

さ
ん
（
行
田
・
29
歳
）
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▼
日
時
　
3
月
8
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午　
▼
場
所
　
北
大
竹
遺
跡
（
若

小
玉
３
６
４
０
）
他　
▼
内
容
　
現

在
、
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文

化
財
調
査
事
業
団
で
発
掘
調
査
を

行
っ
て
い
る
北
大
竹
遺
跡
の
見
学

と
周
辺
の
古
墳
（
地
蔵
塚
古
墳
・

八
幡
山
古
墳
）
を
巡
る
。　

▼
定

員
　
80
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

１
０
０
円
（
保
険
代
）
※
当
日
徴
収　

▼
そ
の
他
　
当
日
は
約
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
（
１
時
間
30
分
程
度
）
歩
き
ま

す
。
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
▼
申
・

問
　
２
月
12
日
㈬
〜
３
月
６
日
㈮
に

電
話
で
同
法
人
☎
０
４
９
３
―
３
９

―
５
３
４
５（
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
を
除
く
）

▼
日
時
　
2
月
16
日
㈰
午
後
2
時
開

演
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　
▼
場

所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　
▼
内

容
　
忍
藩
子
ど
も
塾
生
ら
に
よ
る
論

語
・
漢
詩
や
童
謡
の
素
読
発
表
他　

▼
定
員
　
１
千
人
（
先
着
順
）　

▼

入
場
無
料
　
▼
主
催
　
公
益
財
団
法

北
大
竹
遺
跡
見
学
会

藩
校
教
育
を
現
代
に
活い

か
す

第
4
回
朗
唱
ま
つ
り

▼
日
時
　
3
月
4
日
㈬
・
19
日
㈭

午
後
1
時
30
分
〜
4
時　

▼
場
所
　

産
業
文
化
会
館
創
作
室　

▼
内
容
　

デ
ッ
サ
ン
・
水
彩
画
の
楽
し
い
創
作

体
験　

▼
定
員
　
10
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム　
▼
そ
の
他
　
お
持
ち
の

方
は
絵
の
具
と
絵
筆
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
画
用
紙
は
用
意
し
ま
す
。　

▼
申
・
問
　
電
話
で
錦
陽
会
嶋
田
☎

０
９
０
―
４
５
３
９
―
３
９
４
０

▼
日
時
　
3
月
4
日
〜
4
月
8
日
の

水
曜
日
（
全
6
回
）
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
忍
・
行
田

公
民
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
ワ
ル

ツ
、
ル
ン
バ
、
チ
ャ
チ
ャ
、
タ
ン
ゴ

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
リ
ズ
ム
で
楽
し
く

踊
る　
▼
定
員
　
20
人　
▼
参
加
無

料
　
▼
持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装　

▼
主
催
　
ジ
ョ
イ
フ
ル
ラ
ウ
ン
ド
ダ

ン
ス　
▼
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み

不
要
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。　

▼
問
　
飯
田
☎
０
９
０
―

２
６
２
５
―
０
４
０
１

絵
画
体
験
教
室

ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス

初
心
者
教
室

人
忍
郷
友
会　
▼
後
援
　
行
田
市
教

育
委
員
会　
▼
問
　
同
会
☎
５
５
６

―
９
０
０
０
（
火
・
金
曜
日
の
午
前

10
時
〜
午
後
4
時
）

▼
日
時
　
2
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
3
時　

▼
場
所
　
テ
ク
ノ
・

ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
（
埼
玉

４
７
５
８
）　
▼
内
容
　
卒
業
を
間

近
に
控
え
た
学
生
た
ち
に
よ
る
作
品

展
示
や
野
菜
販
売　
▼
そ
の
他
　
北

鴻
巣
駅
お
よ
び
羽
生
駅
か
ら
送
迎
バ

ス
を
運
行
予
定　

▼
問
　
同
校
☎

０
１
２
０
―
４
２
８
７
３
９

▼
日
時
　
2
月
22
日
㈯
・
29
日
㈯
午

後
1
時
〜
3
時　
▼
場
所
　
忍
・
行

田
公
民
館
会
議
室　
▼
内
容
　
ハ
ン

グ
ル
の
読
み
方
や
初
歩
的
な
会
話
を

身
に
付
け
る　
▼
定
員
　
30
人　
▼

参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具　

▼
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
不
要
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　
ハ
ン
グ
ル
サ
ー
ク
ル
ケ
ン
チ
ャ

ナ
ヨ
寺
田
☎
５
９
６
―
１
６
１
８

テ
ク
ノ・ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校

「
卒
業
・
進
学
作
品
展
」

講
座
・
講
演
・
教
室

ハ
ン
グ
ル
初
歩
講
座

▼
日
時
　
3
月
22
日
㈰
午
後
2
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
調
理
室　
▼
内
容
　
少
し
ぜ
い
た

く
な
家
飲
み
が
し
た
く
な
る
簡
単
で

お
い
し
い
お
つ
ま
み
を
3
種
類
作

る
。　

▼
講
師
　
島
村
州く

に
ひ
さ永
さ
ん

（
割
主
烹
従　
魚
け
ん
・
料
理
長
）　

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
男
性　

▼
定
員
　
20
人
（
先
着

順
）　

▼
参
加
費
　
1
千
円　

▼
持

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
三
角

男
の
料
理
塾

〜
酒
が
う
ま
い
！
家
飲
み
の

 

最
高
な
お
つ
ま
み
の
作
り
方
〜

　行田市体操連盟では、令和2年度の会員を決定するため
の抽選会を実施します。
▶日    時　 2月16日㈰午前10時開始（午前9時30分か

ら受け付け）
▶場    所　行田グリーンアリーナ
▶募集内容　
クラス 対　　象 定　員 活動日時

親子クラス ３歳児、年少学年児
とその保護者（1人） 25組 毎週水曜日

午後2時30分～3時30分

幼児クラス 新年中児 20人 毎週水曜日
午後3時30分～4時30分

１年生クラス 新１年生 10人 毎週水曜日
午後4時30分～5時30分

Ｆクラス 運動が苦手な小学生 20人 毎週水曜日
午後5時30分～6時30分

Ｅコース 新年長児 10人 毎週火曜日
午後3時30分～4時30分

Ａコース 新小学２年生 20人 毎週火曜日
午後4時30分～5時30分

Ｂコース 新小学３年生、
新小学４年生 20人 毎週火曜日

午後5時30分～6時30分

Ｃコース 新小学４年生以上 20人 毎週火曜日
午後6時30分～7時30分

Ｋコース 新年長児、新小学１
年生、新小学２年生

新年長児
10人

毎週土曜日
午後2時～3時

Ｌコース 新小学２年生以上 新小学2年
生以上10人

毎週土曜日
午後3時～4時

新体操クラス 体操教室に入会した
小学２年生以上 10人 毎週金曜日

午後5時30分～8時

▶費    用　【入会金】2,500円　【月会費】2,500円
▶そ の 他　 指導員（体操経験者、体育系学校を卒業された

方）を募集しています。
▶問い合わせ　同連盟事務局若林☎090―3091―1781

巾
ま
た
は
バ
ン
ダ
ナ
、
ス
リ
ッ
パ　

▼
そ
の
他
　
ひ
と
と
き
保
育
の
申
し

込
み
（
2
歳
以
上
の
未
就
学
児
）
は

2
月
22
日
㈯
ま
で　
▼
申
　
2
月
7

日
㈮
〜
3
月
18
日
㈬
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
（
2
月

24
日
を
除
く
月
曜
日
と
2
月
25
日
㈫

は
休
館
）　
▼
問
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ

う
だ
☎
５
５
６
―
９
３
０
１

▼
日
時
　
3
月
8
日
㈰
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
中
央
公

第
33
回
環
境
公
開
学
習
会

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
と

 

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

民
館
第
2
学
習
室　
▼
内
容
　
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
お
よ
び
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
、

身
近
な
河
川
を
例
に
し
て
学
ぶ　
▼

講
師
　
鈴
木
健
太
さ
ん
（
県
水
環
境

課
）　

▼
定
員
　
50
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
市

環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム　

▼
申
・

問
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
中
村
☎
０
９
０
―
１
７
７
８
―

４
０
６
２
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
４
―

１
１
６
７
【
Ｅ
メ
ー
ル
】green.

hiro39@
gm
ail.com

加須市 
関東どまんなかサミット情報
「斎藤与里 没後60年特別展」
　「加須の偉人」であり、日本の近代美術を代表する画
家「斎藤与里」。没後60年を記念して、現在修復を行っ
ている100号の大作「合奏」をはじめ、斎藤与里の代
表作を中心に特別展を開催します。また、斎藤与里の
作品でデザインした加須市合併10周年記念「オリジ
ナルフレーム切手」も数量限定で販売します。

▶期    間　 3月6日㈮～ 8日㈰午前9時30分～午
後4時※8日は午後3時まで

▶場    所　 パストラルかぞ展示室（加須市上三俣
2255）

▶入 場 料　無料
▶問い合わせ　 加須市役所生涯学習課☎0480―62―

1223

羽生市 
ムジナもん17回目の誕生日＆ムジナキッズ１期生卒業
　生誕17周年を迎える「ムジナもん」たちのお祝いに、全国のキャ
ラクターが駆け付けます。また、約8年間、キャラクターと羽生
市をPRしてきた「ムジナキッズ1期生」の最後の晴れ舞台をぜひ
ご覧ください。

▶日    時　3月7日㈯午前10時～午後5時
▶場    所　イオンモール羽生西コート（羽生市川崎2―281―3）
▶内    容　 キャラクターＰＲステージ、グリーティング、グッ

ズの販売
▶参加キャラ　 ムジナもんと仲間たち、コアックマ（北海道札幌市）、さ

のまる（栃木県佐野市）、ふっかちゃん（埼玉県深谷市）、
ふにゃっしー（千葉県船橋市）など約40キャラクター

▶ゲ ス ト　石田洋介さん、神崎隆広さん
▶問い合わせ　 羽生市キャラクター推進室（市民プラザ内）☎560―

3119

北彩タウン情報 ～ でかけませんか となりまち ～

広告広告



催し・募集

▼
活
動
日
時　
4
月
5
日
㈰
午
前
6

時
30
分
〜
正
午　
▼
場
所　
古
代
蓮

の
里　
▼
内
容　
飲
み
物
の
配
布
や

選
手
誘
導
な
ど　
▼
対
象　
15
歳
以

上
の
方　
▼
募
集
期
間　
2
月
17
日

㈪
ま
で　
▼
そ
の
他　
3
月
24
日
㈫

に
事
前
説
明
会
を
実
施　
▼
申
・
問　

鉄
剣
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事

務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
☎

５
５
６
―
８
３
３
６

▼
日
時　
2
月
20
日
㈭
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分　
▼
場
所　
深
谷
市

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー（
Ｌ
・

フ
ォ
ル
テ
）
ツ
バ
キ
（
深
谷
市
上
柴

町
４
―
２
―
14
・
キ
ラ
ラ
上
柴
内
）　

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
登

記
、
債
務
整
理
な
ど　
▼
相
談
方
法　

面
談
相
談
（
1
組
1
時
間
、
要
予

約
）　
▼
相
談
無
料　
▼
主
催　

埼

玉
司
法
書
士
会　
▼
申　
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８
―
８
３
８
―

７
４
７
２　
▼
問　
同
会
事
務
局
☎

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

陸
王
杯
第
36
回
行
田
市
鉄
剣

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
　
　
談

県
北
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
法
律
相
談
会

222020.2 市報 ぎょうだ23
人口80,916人（－60）　男40,168人（－39）　女40,748人（－21）　世帯数35,070世帯（6）
12月中の異動　出生30人　転入等198人　死亡97人　転出等191人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

ち
物　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
で
き

る
服
装
、
腰
に
巻
く
た
め
の
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
や
バ
ス

タ
オ
ル
な
ど
の
敷
き
物　
▼
申　
開

催
日
の
午
前
10
時
30
分
か
ら
直
接
行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時　
2
月
29
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
場
所　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
上
映
作
品　
「
ふ
る
さ
と
〜

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
映
画
）」（
上
映
時
間
98
分
）　
▼
定

員　
３
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
入

場
無
料　

ま
ち
の
賑
わ
い
〝
感
謝
祭
〞

〜
音
楽
と
菓
子
の
祭
典

 

２
０
２
０
〜

▼
日
時　
2
月
24
日
㈪
午
前
9
時
〜

午
後
4
時　

▼
場
所　

商
工
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容　
【
菓
子
の
祭
典
】

和
菓
子
・
洋
菓
子
販
売
、
甘
酒
の
無

料
配
布
、
和
菓
子
作
り
教
室
（
当
日

受
付
）【
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
】
午
前

10
時
30
分
お
よ
び
午
後
1
時
：
潮
崎

ひ
ろ
の
（
歌
）、
午
前
11
時
お
よ
び

午
後
2
時
：
さ
き
た
ま　

く
ら
り

ね
っ
と　
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
（
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
四
重
奏
）、
午
前
11
時
30
分

古
代
蓮
の
里

売
店
出
店
登
録
業
者

　
古
代
蓮
の
里
売
店
で
、
弁
当
、
野

菜
、
土
産
品
、
蓮
に
関
連
す
る
雑
貨

な
ど
を
出
品
す
る
業
者
を
募
集
し
ま

す
。

▼
応
募
条
件　
次
の
①
〜
④
の
全
て

を
満
た
し
て
い
る
業
者　
①
市
内
に

事
業
所
を
置
い
て
い
る
こ
と　
②
一

年
を
通
じ
継
続
的
に
商
品
を
出
品
で

き
る
こ
と　
③
来
園
者
の
利
便
に
役

グ
リ
ア
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

早
春
イ
ベ
ン
ト
「
目
指
せ
鉄
剣

マ
ラ
ソ
ン
！
ゴ
ー
ル
へ
の
道
」

▼
期
間　
2
月
17
日
㈪
〜
4
月
5
日

㈰　
▼
利
用
時
間　
午
前
9
時
〜
午

後
9
時
（
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日

は
休
館
※
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休

館
）　
▼
内
容　
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
を
使
用
し
、
行
田
市
鉄
剣
マ
ラ
ソ

ン
「
ハ
ー
フ
の
部
」
と
同
等
の
距
離

を
完
走
し
た
方
に
、
特
典
ポ
イ
ン
ト

を
進
呈
し
ま
す
。　

▼
対
象　

高

校
生
以
上　
▼
利
用
料
金　
【
行
田

市
・
羽
生
市
・
加
須
市
在
住
の
方
】

５
０
０
円　
▼
そ
の
他　
参
加
者
全

員
に
利
用
ポ
イ
ン
ト
１
ポ
イ
ン
ト
を

進
呈

腰
力
ｕ
ｐ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

〜
春
に
向
け
て

 

動
け
る
身
体
に
〜

▼
日
時　
2
月
22
日
〜
3
月
14
日
の

各
土
曜
日
（
全
4
回
）
午
前
11
時
〜

正
午　
▼
場
所　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
研
修
室
他　
▼
内
容　
腰
を

中
心
に
椅
子
な
ど
身
近
な
も
の
を
利

用
し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
、
春

に
向
け
て
動
け
る
身
体
を
取
り
戻

す
。　

▼
対
象　

18
歳
以
上
の
方　

▼
定
員　

各
回
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　
1
回
５
０
０
円　
▼
持

お
よ
び
午
後
2
時
30
分
：
安
永
桜

子
・
和
山
優
香
（
ピ
ア
ノ
連
弾
）、

午
後
0
時
30
分
：
忍
城
お
も
て
な

し
甲
冑
隊
（
演
舞
）、
午
後
1
時
30

分
：
ジ
ュ
ニ
ア
＆
Ｌ
Ｔ
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
（
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
）【
は
に
わ
づ
く

り
体
験
】
費
用
：
５
０
０
円
※
当
日

受
付
【
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う
だ
イ
ベ

ン
ト
】
屋
台
グ
ル
メ
・
雑
貨
販
売
、

射
的
ゲ
ー
ム
な
ど　
【
彩
の
会
絵
画

作
品
展
】
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
絵

画
作
品
を
展
示　
▼
入
場
無
料　

邦
楽
邦
舞
の
つ
ど
い

▼
日
時　
3
月
8
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所　
産
業
文
化
会
館　
▼

内
容　
日
本
舞
踊
と
長
唄
演
奏
の
鑑

賞
お
よ
び
解
説
。
伝
統
文
化
お
や
こ

教
室
参
加
者
の
発
表
会
あ
り
。　
▼

入
場
無
料　

立
つ
も
の
を
販
売
で
き
る
こ
と　
④

法
人
税
ま
た
は
市
県
民
税
を
完
納
し

て
い
る
こ
と　
▼
申　
古
代
蓮
会
館

で
配
布
し
て
い
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
2
月
16
日
㈰
午
後

4
時
ま
で
に
同
館

古
代
蓮
会
館
企
画
展
Ⅱ

「
古
代
蓮
の
里
友
の
会

 

会
員
作
品
展
〜
蓮
〜
」

▼
日
時　
2
月
18
日
㈫
〜
3
月
8
日

㈰
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入

館
受
け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で
）　

▼
場
所　
古
代
蓮
会
館　
▼
入
館
料　

【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・
中
学

生
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無
料

古
代
蓮
の
里
梅
ま
つ
り

▼
日
時　
2
月
22
日
㈯
〜
24
日
㈪
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入
館
受

け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で
）　
▼
場

所　
古
代
蓮
会
館　
▼
内
容　
入
館

者
各
日
先
着
50
人
に
梅
の
小
枝
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
（
一
人
1
本
※
開
花
状
況

に
よ
り
中
止
の
場
合
あ
り
）、
梅
昆

布
茶
サ
ー
ビ
ス
。
そ
の
他
、
売
店
に

「
春
の
和
菓
子
コ
ー
ナ
ー
」
を
設

置　

▼
入
館
料　
【
大
人
】
４
０
０

円
【
小
・
中
学
生
】
２
０
０
円
※
未

就
学
児
は
無
料

【住民基本台帳人口】
（令和2年1月1日現在）

日
曜
大
工
コ
ー
ス

（
１
年
制
、
実
習
）

▼
内
容　
趣
味
と
実
益
の
た
め
に
木

工
の
基
礎
技
能
を
習
得
す
る
コ
ー
ス

▼
定
員　
15
人

初
級
・
中
級
コ
ー
ス

（
１
年
制
、
実
習
・
講
義
）

▼
内
容　
【
初
級
】
木
造
建
築
に
関

わ
る
設
計
、
制
作
、
修
復
な
ど
を
基

礎
か
ら
学
ぶ
コ
ー
ス
【
中
級
】
木
造

建
築
に
関
す
る
経
験
者
で
基
礎
的
知

識
や
技
能
を
備
え
て
お
り
、
よ
り
高

度
な
知
識
や
技
能
の
習
得
を
目
指
す

コ
ー
ス　
▼
定
員　
各
5
人

専
門
家
コ
ー
ス

（
２
年
制
、
実
習
・
講
義
）

▼
内
容　

住
宅
な
ど
の
建
築
設
計
、

施
工
な
ど
の
仕
事
に
携
わ
る
方
が
専
門

知
識
を
身
に
付
け
、2
級
建
築
士（
ま

た
は
木
造
建
築
士
）の
受
験
資
格
が
得

ら
れ
る
コ
ー
ス　
▼
定
員　
5
人

い
ず
れ
も

▼
そ
の
他　
受
講
料
な
ど
詳
細
は
、

も
の
つ
く
り
大
学
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
▼
申
・
問　
2
月
28
日

㈮
ま
で
に
同
大
学
建
設
学
科
事
務
☎

５
６
４
―
３
８
４
９
（
平
日
の
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
）

も
の
つ
く
り
大
学
市
民
工
房

（
特
別
課
程
木
造
建
築
科
）
受
講
生

自
衛
官
候
補
生

▼
試
験
日　
3
月
6
日
㈮
・
７
日
㈯

の
う
ち
指
定
す
る
日　
▼
試
験
会
場　

大
宮
駐
屯
地
（
さ
い
た
ま
市
北
区
日

進
町
1
―
40
―
7
）　
▼
対
象　
18

歳
以
上
33
歳
未
満
の
方
（
32
歳
の
方

は
、
採
用
予
定
月
の
1
日
か
ら
起
算

し
て
3
月
に
達
す
る
日
の
翌
月
の
末

日
現
在
、33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方
）　

▼
受
付
期
間　
2
月
28
日
㈮
ま
で

予
備
自
衛
官
補

▼
試
験
日　
4
月
18
日
㈯
〜
22
日
㈬

の
う
ち
指
定
す
る
日　
▼
試
験
会
場　

未
定　

▼
対
象　
【
一
般
】
18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
方
【
技
能
】
18
歳
以

上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53
歳
〜

55
歳
未
満
の
方　
▼
受
付
期
間　
4

月
8
日
㈬
ま
で

い
ず
れ
も

▼
問　

防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方

協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所
☎

５
２
２
―
４
８
５
５
（
〒
３
６
０
―

０
０
３
７ 

熊
谷
市
筑
波
3
―
90
―

1
国
際
ビ
ル
2
階
）

募
　
　
集

自
衛
官
等

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

広告広告



　
時
は
幕
末
に
差
し
か
か
る
こ
ろ
の
弘
化
5

年
（
１
８
４
８
）
2
月
、
行
田
本ほ
ん

町ち
ょ
うで

相
撲

興
行
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
記

録
に
残
っ
て
い
る
3
つ
の
行
田
場
所
の
中
で

は
最
大
規
模
の
力
士
１
５
２
人
が
集
ま
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
伝
来
す
る
番ば
ん
付づ
け
資
料

か
ら
判
明
し
ま
す
。

　
さ
ぞ
行
田
町
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
興
行
の
実
現
に
至
る
ま

で
の
道
の
り
は
、
険
し
い
も
の
で
し
た
。
現

代
で
い
う
と
こ
ろ
の
日
本
相
撲
協
会
の
理
事

に
当
た
る
相
撲
年
寄
に
直
接
掛
け
合
い
、
興

行
の
手
は
ず
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で

す
。
行
田
町
年
寄
の
「
御
用
日
記
」
に
よ
る

と
、
彼
ら
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
も
つ
勧か
ん
進じ
ん
元も
と

（
主
催
者
）
で
あ
る
行
田
町
の
八
百
屋
唯
治

郎
と
丸
屋
十
郎
右
衛
門
、
そ
し

て
荒
汐
斧
治
郎
が
そ
の
役
目
を

果
た
す
こ
と
で
、
興
行
の
招し
ょ
う致ち

計
画
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
時
、
相
撲
や
祭
礼

の
開
催
に
は
江
戸
幕
府
の
規
制

が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
興
行

実
現
に
は
、
行
田
町
の
勧
進
元

の
要
望
を
幕
府
に
通
す
た
め
忍

藩
の
江
戸
留る

守す

居い

役や
く

が
交
渉
に

尽
力
し
て
い
ま
す
。
興
行
の
条
件
と
し
て
、

素し
ろ
う
と人

の
力
士
を
混
ぜ
ず
、
晴
天
5
日
間
の
期

間
を
守
り
、
忍
藩
の
監
督
下
で
実
施
す
る
こ

と
を
う
た
い
、
初
め
て
許
可
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
興
行
自
体
は
力
士
の
取
り
組
み
の
他
、
現

代
の
花
相
撲
の
よ
う
に
対
戦
形
式
で
相
撲
の

禁
じ
手
や
作
法
な
ど
を
紹
介
す
る
初し
ょ
っ
き
り切も
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
行
田
町
や
領
内
村
々

か
ら
集
ま
っ
た
人
々
は
、
城
下
で
の
相
撲

を
堪
能
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
弘
化
3
年

（
１
８
４
６
）
に
行
田
町
を
襲
っ
た
伝
兵
衛

火
事
の
直
後
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
大
規
模
な

相
撲
興
行
は
、
城
下
町
復
興
の
推
進
力
に

な
っ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

 

（
郷
土
博
物
館　
澤
村
怜
薫
）
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今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
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番
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Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

令
和
2
年
2
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト https://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

資
料
が
か
た
る

 

行
田
の
歴
史

11

行
田 

歴
史
系
譜
311

　1月12日、産業文化会館ホールで「令和2年行田市新成人
を祝う会」が行われました。

　今年、本市で成人を迎えたのは792人。うち583人が鮮やかな振り袖や真
新しいスーツなどに身を包み式典に臨みました。新成人らは旧友との再会を
懐かしむ一方、大人への決意を胸に新たな一歩を踏み出していました。

忍
城
下
で〝
は
っ
け
よ
い 

の
こ
っ
た
〞　

〜
江
戸
時
代
の
相
撲
〜

塚
越 

紫し
お
ん音 

ち
ゃ
ん （
埼
玉
）

平
成
31
年
2
月
2
日
生
ま
れ

父
・
直
希
さ
ん　
母
・
美
紅
さ
ん

「
我
が
家
の
甘
え
ん
坊
♡

 

元
気
に
育
っ
て
ね
！
」

鎌
田 

真ま

お緒 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
31
年
2
月
4
日
生
ま
れ

父
・
淳
さ
ん　
母
・
菜
摘
さ
ん

工
藤 

礼れ

お央 

ち
ゃ
ん （
埼
玉
）

平
成
31
年
2
月
9
日
生
ま
れ

父
・
真
哉
さ
ん　
母
・
恵
子
さ
ん

「
元
気
に
、

 

の
び
の
び
と
育
っ
て
ね
！
」

「
癒
し
の
三
男
、
あ
り
が
と
う
♡
」

伊
波 

琉り
ゅ
う
の
す
け

之
介 

ち
ゃ
ん （
藤
原
町
）

平
成
31
年
2
月
24
日
生
ま
れ

父
・
拓
也
さ
ん　
母
・
奈
津
子
さ
ん

「
産
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

 

あ
り
が
と
う
」

柳
原  

愛め
ぐ
み ち

ゃ
ん （
棚
田
町
）

平
成
31
年
2
月
20
日
生
ま
れ

父
・
淳
さ
ん　
母
・
真
奈
美
さ
ん

阿
部  

鈴す
ず 

ち
ゃ
ん （
行
田
）

平
成
31
年
2
月
4
日
生
ま
れ

父
・
衛
さ
ん　
母
・
イ
ー
ヴ
ィ
ー
さ
ん

「
皆
に
愛
さ
れ
る
子
に
な
っ
て
ね
」

「
心
の
優
し
い
子
に
な
あ
れ
」

● 2月3日㈪～28日㈮に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴
担当（内線318） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。
● 応募者多数の場合は、3月3日㈫午前11時から市役所203会議室
で公開抽選を行います。

平成31年4月生まれのお子さんを募集しますはじめまして
平成31年 2月生まれ のおともだち

GYODA
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Feb.2020
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弘化5年の行田本町場所の相撲番付
（個人蔵 当館保管）


